
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市内郷宮町鬼ケ沢100-133 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計２１社(原木供給／０社、製材／２社、建材流通／１社、プレカ
ット／１社、設計／１社、施工／２社、その他／１４社) 価格帯 1,500～2,000万円 

代表者名 矢吹良二（有限会社矢吹工務店 代表取締役社長） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・平成１９年いわき市技能功労賞受賞 価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：矢吹良二 
[メール] yabuki-k@lilac.plala.or.jp 
[電話] 0246-27-2929 [ＦＡＸ] 0246-27-6527 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
地元材にこだわった頑丈な家づくり 
●地元いわき産材にこだわった家づくり        
 構造材はもちろん、壁、天井等に杉材、桧材等をふんだんに使用致します。
 
地元産材をふんだんに使用しています 
●内装材にも、ふんだんに無垢材を使います。 
 
優れた耐震性 
●今回の震災で大きな被害は皆無でした。 
●優れた断熱性能(夏涼しく、冬暖かい家作りを目指しています)太陽光発電
を搭載した省エネルギー、創エネルギー住宅。 

082
木の家でふるさといわきの復興を考える会 
いわき 
[グループの特徴とメッセージ] 
●今回の震災、及び原発災害の被害に遭われた方に心よりお見舞い申し上げます。 
●当会では、今回の震災を受けて木の家で復興のお手伝いをさせて頂きます。 
●地元いわき市の木材をふんだんに使用しています。木のぬくもりを通して、少しでも心を癒してくれれば幸いです。 
●耐震性能、断熱性能はもちろん、太陽光発電も古くからの実績があり、 
スマートハウス等にも十分に対応できる家づくりを致します。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


